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日本語で「ごはん」と言えば、食事のことであるとともに、コメを炊いたものも、ごは

んである。その言葉のとおり、我が国では、食事の中心となる主食は、コメである。ただ、

ときどきの食事によっては、あるいは、人によっては、パンや麺類が主食となるかもしれ

ない。実は、家計調査によれば、10年程前から家庭におけるパンの購入金額は、コメの購

入金額を上回ってきた。それでも、我が国において主食は、今なお、コメであると思う。 

 日本に稲作が伝来してきたのは、約三千年前とも言われる。以来、コメは、その生産増

大が人口の拡大を支え、水利用が農村地域の秩序を形成し、農耕を通じて祭祀や生活習慣

など文化形成に影響を与えてきた。言わば我が国の原風景である農村社会を形作った。 

中世から近世にかけて、領主による年貢の徴収が行われ、江戸時代には、幕藩体制の下、

年貢米の換金収入によって武士階級の経済活動が支えられた。新田開発の拡大や貨幣経済

の進展によって市場の米価が下がると、それは武士階級の経済的資源を減少させるため、

幕府は米価統制に苦心し続けた。一方、豊凶作などによるコメ市場の変動は、商人側にコ

メ取引のリスクを管理する必要を生じさせ、コメの集積地であった大坂に、享保 15年（1730

年）に世界で初めての先物取引市場として堂島米会所が開設された。 

 昭和の時代に入り、戦時体制として創設された食糧管理制度の下、コメの生産は、戦後

の食糧不足を経て、昭和 40年代にようやく完全自給を達成するが、一方で、食事の洋風化

などにより、ピーク時に 118kg（昭和 37 年度）であったコメの一人当たり年間消費量は、

54kg（平成 30年度）へと半減した。この間、生産調整の開始（昭和 44年）、食糧管理制

度の廃止（平成７年）、流通規制の廃止（平成 16年）、国による生産数量目標配分の廃止

（平成 30年）が行われた。コメの生産や流通に対する統制が緩むのに合わせ、おいしいコ

メに対する選好が顕在化し、市場が縮小する中、最近では、ブランド米による産地間競争

の状況を呈している。 

 需要減少は続き、かつて農業産出額の過半を占めていたコメは、平成 30年には２割を切

るまでに低下した。コロナ禍の中、来年の主食用米は需給均衡に向けて大規模な作付け転

換が必要な状況となっている。それでも、人口を拡大し、文化を形成し、経済を支えた、

主食として生活の中心にあるコメは、我が国においてなお特別な穀物である。現在、海外

の市場に目が向けられ、輸出拡大の取組が行われている。しかしながら、世界では、イン

ディカ米が主流であり、ジャポニカ米は少数派である。我々の「おいしい」がそのまま世

界の「おいしい」とは限らない。輸出を拡大するためには、食べ方や食文化と合わせて「お

いしさ」を伝えていくことが必要である。その際、「おいしさ」を伝える指標やお墨付き

があれば、世界的なブランド形成に効果的である。農林水産省は、令和３年度から予算で

コメの民間規格の制定を支援するとしており、期待したい。 
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